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文化勲章を受章された
谷口維紹氏による
講演会と座談会

文化勲章を受章された
谷口維紹氏による
講演会と座談会

玄 関 ロビ ー に て 展 示

令和６年５月29日（水）
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出
さ
れ
る
応
援
の
情
景
は
さ
す
が
全

国
１
位
の
も
の
だ
と
み
ん
な
が
誇
ら

し
さ
を
共
有
し
た
次
第
で
す
。
本
部

か
ら
提
供
し
て
も
ら
っ
た
応
援
グ
ッ

ズ
在
庫
は
多
く
の
方
に
ご
購
入
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
会
員
の
相

互
交
流
は
い
や
が
上
に
も
最
高
潮
に

達
し
ま
し
た
。

　

か
く
し
て
セ
ン
バ
ツ
と
文
化
勲
章

の
お
か
げ
で
関
東
在
住
の
同
窓
生
が

新
規
に
入
会
し
て
く
れ
た
り
、
ま
た

総
会
に
参
加
し
て
く
れ
た
り
と
、
当

会
と
し
て
も
嬉
し
い
こ
と
が
様
々
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
先
も
関
東
耐
久
会

を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　

関
東
耐
久
会
副
会
長

　

琴
野
真
樹
子
（
高
29
期
）

　

春
の
セ
ン
バ
ツ
で
母
校
大
健
闘
の

余
熱
い
ま
だ
冷
め
や
ら
ぬ
中
、
５
月

24
日
に
関
東
耐
久
会
総
会
が
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
ホ
テ
ル
池
袋
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
ご
講
演
は
、
昨
秋
文
化
勲

章
を
受
章
さ
れ
た
谷
口
維
紹
先
生
に

お
願
い
し
ま
し
た
。
野
球
と
科
学
、

こ
の
文
武
両
面
で
の
わ
が
同
窓
の
大

活
躍
は
大
い
に
会
員
を
鼓
舞
し
、
総

会
参
加
者
は
最
近
ピ
ー
ク
の
54
名
に

達
し
ま
し
た
。
ま
た
濱
口
道
雄
会
長

に
も
特
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
は
ご
準
備
い
た
だ
い
た
ス
ラ

イ
ド
を
使
い
な
が
ら
、
谷
口
先
生
の

幼
少
期
や
高
校
生
活
、
そ
の
こ
ろ
抱

か
れ
た
志
や
信
条
、
恩
師
へ
の
感
謝

な
ど
同
窓
生
の
胸
を
打
つ
お
話
。
さ

ら
に
ご
専
門
の
生
命
科
学
か
ら
見
た

人
類
の
未
来
予
想
な
ど
、
と
て
も
素

晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
ま
た
そ
の

後
の
ク
エ
ッ
シ
ョ
ン
タ
イ
ム
も
懇
切

に
ご
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生

の
飾
ら
な
い
お
人
柄
が
参
加
者
を
魅

了
し
た
１
時
間
で
あ
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
一
転
し
て
、
セ
ン
バ
ツ

の
記
憶
を
思
い
起
こ
し
共
感
す
る
楽

し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
同
窓
会

本
部
か
ら
栩
野
、
弓
場
両
副
会
長
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
甲
子
園
の
録
画

を
流
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
映
し

第
19
回

　
関
東
耐
久
会
総
会

　

甲
子
園
開
幕
約
１
か
月
前
の
２
月

17
日
（
土
）
11
時
30
分
、
和
歌
山
市

の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
に
て
、
和

歌
山
耐
久
会
の
総
会
お
よ
び
記
念
講

演
と
懇
親
会
を
開
催
し
、
世
代
を
超

え
て
約
１
３
０
人
が
集
ま
り
大
盛
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

開
宴
前
の
受
付
30
分
間
は
、
服
部

バ
ン
ド
演
奏
の
「
耐
久
高
校
校
歌
・

ロ
ッ
ク
バ
ー
ジ
ョ
ン
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

会
場
に
投
影
し
ム
ー
ド
が
高
ま
り
ま

し
た
。
な
お
バ
ン
ド
リ
ー
ダ
ー
の
服

部
直
樹
さ
ん
は
Ｓ
62
年
卒
で
、
校
歌

を
作
曲
し
た
植
村
康
夫
先
生
の
お
孫

さ
ん
、
ま
た
サ
ッ
ク
ス
担
当
の
田
又

さ
ん
は
作
詞
の
清
水
先
生
の
甥
っ
子

さ
ん
だ
そ
う
で
す
。

　

最
初
に
和
歌
山
耐
久
会
・
会
長
、

西
博
義
様
か
ら
開
会
の
挨
拶
、
続
い

て
総
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

司
会
・
進
行
は
、
副
会
長
の
私
、

川
島
が
担
当
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
に
は
２
０
２
３
年
文
化

勲
章
を
受
章
し
た
東
京
大
学
名
誉
教

授
、
谷
口
維
紹
先
生
を
講
師
に
お
招

き
し
、
先
生
の
研
究
に
纏
わ
る
お
話

以
外
に
、
高
校
時
代
の
先
生
の
話
や

出
身
地
で
あ
る
旧
清
水
町
や
祖
母
の

お
話
、
そ
し
て
「
憧
れ
の
耐
久
高
校

に
通
え
た
の
は
恵
ま
れ
て
い
た
」
と

母
校
へ
の
誇
り
と
有
田
愛
を
感
じ
る

講
演
で
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
選
抜
甲
子
園
出
場

を
控
え
た
北
部
信
之
Ｏ
Ｂ
会
長
、
井

原
正
善
監
督
の
挨
拶
と
、
甲
子
園
出

場
の
報
告
お
よ
び
決
意
表
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
高
21
期
の
池
永
義
子
様
が
構

成
・
作
詞
・
作
曲
を
さ
れ
た
「
朗
読

と
歌
に
よ
る
生
涯
劇　

梧
陵
さ
ん
」

を
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ラ
ス
「
ほ
ほ
え

み
」
に
よ
る
合
唱
で
、
さ
ら
に
懇
親

会
を
盛
り
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

最
後
は
谷
口
先
生
と
同
級
生
で
あ

る
副
会
長
の
小
畑
英
三
様
の
挨
拶
で

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
甲
子
園
出
場
に
よ
り
、
改

め
て
耐
久
高
校
の
卒
業
生
で
あ
る
こ

と
の
「
誇
り
」「
母
校
愛
」「
有
田
愛
」

を
世
代
を
超
え
た
卒
業
生
で
共
有

し
、
結
束
に
繋
が
っ
た
会
に
な
っ
た

と
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　

和
歌
山
耐
久
会
副
会
長

川
島
忠
弘
（
高
37
期
）

令
和
６
年
度

　和
歌
山
耐
久
会
　開
催

関西耐久会総会のご案内
１日時：令和６年11月10日（日） 11:00 ～ 15:00　受付　10:30開始
　　　　①総　会　11:00 ～ 11:30
　　　　②講演会　11:30 ～ 12:30
　　　　　演題：「健康で幸せに生きる方法についての論理的考察」
　　　　　講師：山田博規／理数科第６期（高29期）1977（昭52）年卒
　　　　　神戸大学医学部卒業　医学博士　労働衛生コンサルタント
　　　　③懇親会　12:40 ～ 15:00　～今年も楽しいアトラクションが盛りだくさん！～
　　　　　「よっしゃ！我こそは！！」という方の飛び入り大歓迎です！！
　　　　　大好評の故郷の味覚、「なれずし」「金山寺味噌」「しらす」「アジの開き」は今年も販売します。
２場所：KKRホテル大阪　３階（銀河）　大阪市中央区馬場町2-24　TEL 06-6941-1122
３会費：１０,０００円
４締め切り：令和６年10月15日（火）
５お問い合わせ・申し込み先：
　副会長　宮崎裕子（高31期）　TEL 080-2434-6893　メール mikannoheta68＠docomo.ne.jp
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先
絡
連
部
支  関 西 耐 久 会 

会　長　鈴　木　祥　生
副会長 宮﨑裕子・西久保雅昭

神戸市西区玉津町西河原 210-7
Tel  080-2434-6893（宮崎）

 関 東 耐 久 会 
会　長　林　　　紀　男

株式会社 オフィス ココ　桜バンケット
Tel  03-3359-9520

 有 田 耐 久 会 
会　長　和　泉　保　廣

有田郡湯浅町湯浅 1985
耐久高等学校・同窓会事務局

Tel  0737-62-4148

同窓会のホームページURL　http://taikyukai .net/

 和歌山耐久会 

会　長　西　　 博　義
和歌山市岩橋 1690-47
Tel  073-475-2677

640－8301 651－2127

　

耐
久
高
校
19
期
７
・
８
・
９
組
の
同
窓
会
を
６
年
ぶ
り

に
６
月
８
日
（
土
）
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
和
歌
山
に

て
開
催
し
ま
し
た
。

　

宴
会
前
に
、
同
期
で
大
阪
大
学
医
学
部
名
誉
教
授
の

岡
田
全
司
君
に
よ
る
講
演
が
約
三
十
分
間
あ
り
ま
し

た
。「
ヒ
ト
Ｔ
細
胞
ハ
イ
ブ
リ
ド
ー
マ
、
キ
ラ
ー
Ｔ
細

胞
分
化
因
子
の
世
界
で
初
の
発
見
」
と
い
う
テ
ー
マ
の

講
演
会
を
真
剣
に
聞
き
ま
し
た
。

　

宴
会
が
始
ま
る
と
、い
き
な
り
わ
い
わ
い
が
や
が
や
、

高
齢
者
パ
ワ
ー
爆
発
、
名
司
会
上
田
さ
ん
の
見
事
な
進

行
で
順
調
に
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

　
「
バ
ー
ン
」。
い
き
な
り
大
音
量
で
服
部
バ
ン
ド
の
服

部
直
樹
君
が
登
場
、
耐
久
の
「
校
歌
」
が
ロ
ッ
ク
調
で

会
場
い
っ
ぱ
い
に
流
れ
ま
し
た
。
今
年
、
創
立
以
来
初

の
甲
子
園
出
場
を
果
た
し
、
こ
の
ロ
ッ
ク
調
の
校
歌
が

巷
で
ヒ
ッ
ト
し
た
の
で
す
。

　

ゲ
ス
ト
の
歌
も
終
わ
り
、
再
び
会
話
や
笑
い
声
で
会

場
は
大
盛
り
上
が
り
、
青
春
が
戻
っ
て
き
た
ひ
と
と
き

で
し
た
。
耐
久
へ
の
想
い
、
仲
間
へ
の
想
い
を
大
い
に

感
じ
る
同
窓
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
次
会
は
カ
ラ
オ
ケ
に
興
じ
る
人
、
一
階
の
喫
茶
店

で
談
笑
す
る
人
、
そ
の

喫
茶
店
で
素
晴
ら
し
い

出
会
い
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
ろ
そ
ろ
解
散
し

よ
う
と
し
た
と
き
、
見

覚
え
の
あ
る
人
が
こ
ち

ら
を
向
い
て
歩
い
て
き

た
の
で
す
。
一
学
年
先

輩
で
文
化
勲
章
を
受
章

さ
れ
た
谷
口
維
紹
氏
で

す
。
思
い
が
け
な
く
気

さ
く
に
会
話
さ
せ
て
頂

き
、
大
変
貴
重
な
出
会

い
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　

幹
事
長

　

佐
々
木
哲
夫

　

令
和
６
年
５
月
５
日
。
耐
久
高
等
学
校
第
29
期
生
の

同
窓
会
を
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
和
歌
山
に
お
い
て
開

催
し
ま
し
た
。
８
年
振
り
と
な
る
同
窓
会
は
、
普
通
科

８
ク
ラ
ス
（
男
性
51
名
・
女
性
47
名
）
理
数
科
１
ク
ラ

ス（
男
性
11
名
）の
１
０
９
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。ま
た
、

原
秀
明
先
生
、
吉
松
敏
隆
先
生
、
安
宅
川
崇
先
生
も
ご

臨
席
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

午
後
１
時
。
出
席
者
１
１
２
名
の
写
真
撮
影
後
、
嶋

田
純
佳
さ
ん
、池
田
恭
子
さ
ん
２
名
の
司
会
で
始
ま
り
、

物
故
者
の
方
々
に
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。
黙
祷
の
後
、

代
表
幹
事
の
石
原
徹
く
ん
よ
り
挨
拶
。
そ
し
て
原
先
生

の
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
挨
拶
で
、会
場
は
笑
い
あ
り
、

感
激
の
渦
で
包
ま
れ
て
行
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
の

春
、
甲
子
園
出
場
を
果
た
し
た
硬
式
野
球
部
Ｏ
Ｂ
代
表

と
し
て
山
本
崇
く
ん
か
ら
挨

拶
が
あ
り
、
こ
れ
ま
た
ユ
ー
モ

ア
た
っ
ぷ
り
の
お
話
で
、
会
場

は
笑
い
に
飲
み
込
ま
れ
て

行
っ
た
の
で
し
た
。

　

会
の
後
半
、
次
回
代
表
幹

事
、
嶋
田
典
之
く
ん
が
挨
拶

し
、
安
宅
川
先
生
、
吉
松
先
生

に
挨
拶
し
て
頂
き
、
３
人
の
先

生
方
に
記
念
品
の
贈
呈
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
ク

ラ
ス
ご
と
の
写
真
撮
影
が
あ

り
、
最
後
は
出
席
者
全
員
が
一

つ
の
大
き
な
輪
を
作
り
、
校
歌

を
歌
い
ま
し
た
。

　

原
先
生
の
「
耐
久
高
校
ほ
ど

同
窓
会
が
多
い
学
校
は
な
い

で
す
ね
」
の
言
葉
が
私
の
脳
裏

に
残
っ
て
い
ま
す
。
次
回
同
窓

会
は
、
今
回
以
上
の
参
加
者
を

目
指
し
て
、
頑
張
り
ま
す
。

　

森　

廉
始

高19期

７
・
８
・
９
組
同
窓
会

　
後
期
高
齢
者
の
青
春

　

令
和
６
年
３
月
30
日
（
土
）、
昭
和
47
年

卒
業
・
第
24
期
生
の
第
５
回
同
窓
会
を
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
和
歌
山
に
於
い
て
開

催
し
ま
し
た
。
出
席
者
55
名
（
男
性
32
名
、

女
性
23
名
）、
恩
師
原
秀
明
先
生
と
同
松
本

秀
法
先
生
に
ご
臨
席
を
賜
り
、
懐
か
し
く

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
司
会
進
行
役
の
挨
拶
か
ら
始

ま
り
、
引
き
続
き
幹
事
長
よ
り
、「
本
日
、

同
窓
生
全
員
が
古
希
を
迎
え
ま
し
た
。
祝

満
七
十
歳
。
皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！
」
と
壇
上
で
小
さ
な
く
す
玉
を
割
っ

て
挨
拶
が
始
ま
る
と
、
ク
ラ
ッ
カ
ー
と
拍
手
が
会
場
に
鳴
り
響
き
ま
し
た
。

恩
師
先
生
方
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
、
乾
杯
の
後
、
各
テ
ー
ブ
ル
は
出
席

者
の
朗
ら
か
な
話
し
声
と
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
そ
も
そ
も

こ
の
年
齢
に
な
る
と
派
手
な
演
出
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
も
美
味
し
い

食
事
と
会
話
に
充
分
な
時
間
を
と
る
こ
と
が
重
要
、
カ
ラ
オ
ケ
は
二
次
会

に
し
よ
う
と
い
う
幹
事
会
の
狙
い
ど
お
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、同
窓
生（
創
薬
医
学
教
授
）が
開
発
し
た
画
期
的
な
ス
ー
パ
ー

健
康
ド
リ
ン
ク
「RB 7days
」
の
紹
介
を
挟
ん
で
、
会
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

に
移
り
参
加
者
全
員
が
軽
い
運
試
し
で
遊
び
ま
し
た
。
終
盤
は
ク
ラ
ス
別

記
念
写
真
撮
影
会
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
な
ぜ
か
こ
の
撮
影
会

は
誰
も
が
ワ
イ
ワ
イ
と
騒
が
し
く
毎
回
一
番
の
人
気
企
画
に
な
り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
進
行
役
の
名
司
会
で
進
め
て
来
た
同
窓
会
も
最
後
の

校
歌
斉
唱
の
と
き
と
な
り
ま
し
た
。
思
え
ば
今
回
ほ
ど
印
象
深
い
同
窓
会

は
初
め
て
で
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
り
全
て
が
止
ま
っ
て
し

ま
っ
た
３
年
間
（
今
も
終
息
し
た
わ
け
で
な
い
）、
同
窓
会
開
催
は
も
と
よ

り
準
備
の
幹
事
会
さ
え
開
け
ず
、
そ
の
後
、
物
故
者
名
簿
に
知
人
の
名
前

を
見
つ
け
て
驚
き
悲
し
み
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
硬
式
野
球
部
の
甲
子
園

初
出
場
は
清
々
し
い
快
挙
で
し
た
。
多
く
の
卒
業
生
や
関
係
者
が
勇
気
づ

け
ら
れ
歓
喜
に
沸
き
ま
し
た
。♪ 

学
び
の
庭
の
名
も
高
し　

讃
え
よ
耐
久

吾
等
が
母
校 

♪　

校
歌
斉
唱
は
一
番
で
終
わ
る
予
定
で
し
た
が
物
足
り

ず
、
誰
か
ら
と
も
な
く
フ
ル
コ
ー
ラ
ス
の
三
番
ま
で
の
ア
ン
コ
ー
ル
が
叫

ば
れ
て
二
度
も
歌
わ
れ
、
閉
会
の
挨
拶
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
旅
は
ま
だ
終
わ
ら
な
い　

次
回
ま
た
お
会
い
し
ま
し
ょ
う

次
期
幹
事
長　

藤
本
政
彦

高24期

古
希
同
窓
会

高29期

高
29
期
同
窓
会
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令
和
６
年
７
月
２
日
（
火
）

全
国
大
会
に
出
場
す
る
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
部
と
マ
ン
ド
リ
ン
部
の

各
代
表
に
、
大
西
同
窓
会
長
と

戸
川
校
長
よ
り
、
激
励
金
と
と

も
に
健
闘
を
祈
念
す
る
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
た
。

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
松
下
真
依
女
子
主

将
・
信
定
樹
輝
男
子
主
将
と
マ
ン
ド
リ
ン
部

の
安
本
祐
人
部
長
が
、
大
会
に
臨
む
そ
れ
ぞ

れ
の
決
意
を
力
強
く
述
べ
た
。

★
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

男
子
団
体
／
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
／
男
子
ダ

ブ
ル
ス
／
女
子
団
体
／
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

／
女
子
ダ
ブ
ル
ス

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
（
佐
賀
県

佐
賀
市
）
出
場

★
マ
ン
ド
リ
ン
部

　
　
　

全
国
高
等
学
校
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
音

楽
コ
ン
ク
ー
ル
（
大
阪
府
吹
田
市
）
出
場

令
和
６
年
度

全
国
大
会
出
場
ク
ラ
ブ

激
励
金
贈
呈

　

今
年
度
よ
り
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
年
度
当
初
、
学
校
で
お
会
い
し
た

多
く
の
方
か
ら
、「
私
、
卒
業
生
で
す
」

と
何
度
も
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

卒
業
生
の
皆
様
が
多
方
面
で
ご
活
躍
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
卒
業
生
の
方
が
よ
く
学
校

見
学
に
来
ら
れ
、「
い
つ
も
耐
久
高
校

を
応
援
し
て
い
ま
す
」
と
い
っ
た
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
さ
に
校
歌
に
あ

る
「
讃
え
よ
耐
久　

我
等
が
母
校
」
と

い
う
精
神
が
卒
業
生
の
皆
様
の
中
に
根

付
い
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

本
校
２
号
館
２
階
に
『
史
学
館
』
が

あ
り
ま
す
。
来
校
さ
れ
た
一
般
の
方
を

案
内
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
緒
に

見
学
し
、
１
８
５
２
年
よ
り
１
７
０
年

以
上
の
歴
史
を
も
つ
耐
久
高
校
を
振
り

返
り
、
そ
の
重
み
を
感
じ
ま
し
た
。
学

校
運
営
方
針
で
あ
り
ま
す
「
こ
れ
ま
で

の
歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
ぎ
未
来
に
つ

な
げ
る
耐
久
高
等
学
校
」
を
基
盤
に
、

日
々
の
学
習
、部
活
動
、卒
業
生
の
方
々

と
の
交
流
な
ど
を
通
し
て
生
徒
た
ち
が

成
長
し
、
将
来
、
母
校
を
誇
る
気
持
ち

を
持
っ
て
帰
っ
て
き
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
本
校
全
日
制
か

ら
定
時
制
教
頭
に
着
任
し
ま
し
た
。
全
日
制
で

は
16
年
間
教
諭
と
し
て
生
徒
と
関
わ
り
、
そ
の

当
時
は
聞
き
流
し
て
い
た
夕
方
か
ら
の
チ
ャ
イ

ム
が
今
で
は
自
分
の
生
活
の
リ
ズ
ム
に
な
り
ま

し
た
。
環
境
も
立
場
も
大
き
く
変
わ
り
戸
惑
う

毎
日
で
す
が
、
一
つ
一
つ
が
勉
強
だ
と
思
い
、

奮
闘
中
で
す
。

　

定
時
制
課
程
で
は
、
基
礎
学
力
の
定
着
を
図

る
た
め
、
少
人
数
学
級
や
基
礎
学
習
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
全
教
員
で
全
生
徒
を
見
守
り
、

き
め
細
か
い
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
全
生
徒
が
元
気
に
登
校
し
、
前
向
き
に
学
習

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
行
事
と
し
て

新
入
生
歓
迎
会
や
調
理
実
習
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
学
年
の
枠
を
超
え
、
一
致
団
結

す
る
こ
と
や
共
同
的
な
姿
勢
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
人
権
講
演

会
や
進
路
講
演
会
等
で
外
部
の
講
師
の
方
か
ら

今
後
の
人
生
や
将
来
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い

た
だ
き
、
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
教

育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

高
校
生
活
は
社
会
に
出
る
前
の
貴
重
な
３
年

間
で
す
。
そ
の
短
い
期
間
で
生
徒
に
様
々
な
体

験
を
さ
せ
、
生
徒
が
心
身
共
に
成
長
で
き
る
よ

う
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
会
の
皆
様
方

に
は
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新
着
任
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

定時制教頭

中南典子

全日制教頭

古谷直輝

2024（R6）年
2．17 和歌山耐久会総会（ホテル
 グランヴィア和歌山）
4．5 硬式野球部特別後援会（本
 校）
     22 本部同窓会・有田耐久会合
 同役員会（本校）
5．26 関東耐久会総会（ホテルメ
 トロポリタン池袋）
     29 谷口維紹先生文化勲章受章
 記念講演（本校）
6．20 硬式野球部特別後援会（本
 校）
7．2 全国大会出場クラブ激励金
 贈呈（本校）
     5 会報委員会（本校）
     7 県高校同窓会連絡協議会総
 会（ホテル和歌山みなべリ
 ゾート）
     14 甲子園出場記念碑除幕式
8．21 会報委員会（本校）

同窓会活動報告
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母
校
硬
式
野
球
部
の
昨
年
夏
の
和
歌

山
大
会
は
初
戦
敗
退
で
し
た
。
そ
の
時

コ
ー
チ
に
尋
ね
ま
し
た
。「
来
年
は
ど

う
な
ん
？
」「
来
年
は
期
待
し
て
く
だ

さ
い
」「
甲
子
園
へ
行
け
る
の
か
？
」「
行

き
ま
す
」コ
ー
チ
は
言
い
切
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
新
チ
ー
ム
に
な
っ
て
新
人
戦

で
日
高
高
校
に
０
対
１
で
惜
敗
し
ま
し

た
。
や
っ
ぱ
り
来
年
春
の
選
抜
も
無
理

や
な
と
感
じ
ま
し
た
。
創
部
１
０
０
周

年
を
迎
え
た
年
に
誰
か
が
言
い
ま
し
た

「
１
０
０
年
甲
子
園
に
行
け
な
い
高
校

は
、
も
う
１
０
０
年
甲
子
園
に
行
け
や

ん
な
」
耐
久
に
と
っ
て
甲
子
園
は
本
当

に
遠
い
存
在
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
近
畿
大
会
一
次

予
選
、
二
次
予
選
と
勝
ち
続
け
、
と
う

と
う
和
歌
山
大
会
の
決
勝
ま
で
勝
ち
進

み
ま
し
た
。
決
勝
の
相
手
は
智
辯
和
歌

山
を
倒
し
た
田
辺
高
校
で
す
。
紀
三
井

寺
球
場
に
は
硬
式
野
球
部
Ｏ
Ｂ
、
学
校

同
窓
会
、
地
域
の
人
々
と
た
く
さ
ん
の

人
が
応
援
に
駆
け
つ
け
て
い
ま
し
た
。

と
て
も
い
い
試
合
で
冷
水
君
の
ピ
ッ
チ

ン
グ
も
素
晴
ら
し
く
、
ア
ウ
ト
コ
ー
ス

の
低
め
、
高
め
の
ス
ト
レ
ー
ト
は
抜
群

で
し
た
。
そ
し
て
つ
い
に
５
対
３
で
勝

利
し
優
勝
し
た
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
初

優
勝
で
す
。
そ
の
歓
喜
の
瞬
間
「
こ
の

子
ら
や
っ
て
く
れ
た
わ
、
す
ご
い
こ
と

を
や
り
お
っ
た
わ
」
と
感
無
量
の
思
い

で
、
鳥
肌
が
立
ち
涙
が
出
そ
う
に
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
近
畿
大
会
で
も
兵
庫

県
の
強
豪
校
を
撃
破
し
ベ
ス
ト
４
ま
で

勝
ち
進
み
ま
し
た
。
こ
れ
で
春
の
選
抜

甲
子
園
出
場
は
ほ
ぼ
確
実
と
な
り
ま
し

た
。
21
世
紀
枠
で
は
な
く
、
実
力
で
甲

子
園
出
場
を
勝
ち
取
っ
た
の
で
す
。

　

11
月
に
は
「
耐
久
高
等
学
校
硬
式
野

球
部
特
別
後
援
会
」
が
立
ち
上
が
り
ま

し
た
。
会
長
は
同
窓
会
の
大
西
会
長
、

事
務
局
長
に
は
硬
式
野
球
部
Ｏ
Ｂ
の
東

尾
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。
特
別
後
援

会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
皆
々
が
心
を
ひ
と

つ
に
し
て
選
手
が
活
躍
で
き
る
よ
う
裏

方
で
活
動
し
ま
し
た
。
特
に
事
務
局
員

の
硬
式
野
球
部
Ｏ
Ｂ
の
シ
ニ
ア
の
方
々

の
奮
闘
努
力
は
格
別
で
、
寄
付
集
め
、

応
援
団
関
係
、
応
援
バ
ス
、
応
援
グ
ッ

ズ
の
作
成
、
返
礼
品
の
発
送
等
、
毎
日

の
よ
う
に
事
務
局
に
詰
め
て
様
々
な
事

務
に
対
応
し
て
く
れ
ま
し
た
。
す
べ
て

が
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
ご
苦
労
も

多
々
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
選
手
の

た
め
母
校
の
た
め
と
の
強
い
思
い
で
難

題
を
乗
り
越
え
て
く
れ
ま
し
た
。
私
も

知
人
の
方
々
に
寄
付
の
お
願
い
に
足
を

運
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
皆
さ

ん
「
お
め
で
と
う
、
が
ん
ば
っ
て
」
と

気
持
ち
よ
く
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
寄
付
は
、
日
本
全
国
津
々
浦
々
、

老
若
男
女
か
ら
、
ま
た
海
外
か
ら
も
送

金
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

１
月
26
日
の
正
式
発
表
後
、
チ
ア

ガ
ー
ル
と
応
援
団
が
結
成
さ
れ
近
畿
大

学
応
援
団
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
は
向
陽
高
校
が
友
情
応
援

と
し
て
力
を
貸
し
て
く
れ
ま
し
た
。
甲

子
園
応
援
バ
ス
ツ
ア
ー
の
参
加
希
望
者

を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
三
日
間
で
定
員

オ
ー
バ
ー
と
な
る
ほ
ど
の
人
気
で
し
た

が
相
手
校
の
協
力
も
あ
り
、
応
援
バ
ス

57
台
の
大
所
帯
で
甲
子
園
へ
行
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
日
本
各
地
か

ら
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
卒

業
生
や
耐
久
フ
ァ
ン
の
皆
様
も
た
く
さ

ん
お
り
、
ア
ル
プ
ス
席
の
チ
ケ
ッ
ト
も

即
日
完
売
す
る
ほ
ど
で
し
た
。
耐
久
高

校
っ
て
こ
ん
な
に
注
目
さ
れ
て
こ
ん
な

に
愛
さ
れ
て
い
る
高
校
な
の
だ
と
感

じ
、
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
覚

え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
甲
子
園
の
大
き

な
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
に
「
耐
久
」
の
表
示

を
見
た
と
き
、
何
と
も
言
え
ず
に
こ
み

上
げ
て
く
る
も
の
で
目
が
う
る
み
ま
し

た
。
応
援
グ
ッ
ズ
を
身
に
着
け
た
人
々

で
満
杯
の
ア
ル
プ
ス
席
の
風
景
を
見
て

感
無
量
と
な
り
、
２
回
の
攻
撃
前
に
甲

子
園
球
場
全
体
に
流
れ
た
校
歌
は
、
万

感
の
思
い
で
い
っ
ぱ
い
、
ま
た
し
て
も

鳥
肌
が
立
ち
、
自
然
と
声
高
ら
か
に

歌
っ
て
い
ま
し
た
。

　

初
出
場
の
甲
子
園
は
、
惜
し
く
も
１

回
戦
敗
退
に
終
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し

最
後
に
ご
褒
美
が
あ
り
ま
し
た
。
生
徒

と
住
民
が
一
体
と
な
っ
た
熱
い
応
援
が

評
価
さ
れ
、「
応
援
団
最
優
秀
賞
」
を

受
賞
し
た
の
で
す
。
耐
久
高
校
の
応
援

は
日
本
一
に
輝
き
ま
し
た
。

　

私
は
現
役
最
後
の
試
合
で
負
け
て
も

涙
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
卒
業
し
て
45

年
後
に
母
校
か
ら
涙
を
誘
う
こ
ん
な
感

動
を
も
ら
う
な
ん
て
思
っ
て
も
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
日
本
中
が
注
目
す
る
「
甲

子
園
出
場
」
と
は
母
校
愛
を
育
み
想
い

を
ひ
と
つ
に
す
る
本
当
に
素
晴
ら
し
い

こ
と
な
ん
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

選
手
の
頑
張
り
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

そ
の
裏
で
は
様
々
な
方
の
心
を
ひ
と
つ

に
し
た
ご
尽
力
ご
協
力
が
あ
っ
た
こ
と

も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

学
校
創
立
１
７
３
年
、
野
球
部
創
部

１
１
９
年
、
新
た
な
歴
史
を
刻
ん
で
く

れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
あ
り
が
と
う
と

言
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
今
後
も
卒
業
生

と
し
て
、
硬
式
野
球
部
Ｏ
Ｂ
と
し
て
応

援
し
続
け
ま
す
の
で
、
ま
た
近
い
う
ち

に
甲
子
園
へ
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
こ

と
を
切
望
し
て
い
ま
す
。

　

第
96
回
選
抜
高
校
野
球
大
会

に
出
場
し
た
硬
式
野
球
部
「
甲

子
園
出
場
記
念
碑
」
の
除
幕
式

が
７
月
14
日
に
本
校
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
創
部
１
１
９
年
で
悲

願
を
成
し
遂
げ
た
初
出
場
の
記

念
碑
は
、
正
面
玄
関
右
に
特
別

後
援
会
が
建
立
・
寄
贈
し
た
も

の
で
す
。
記
念
碑
に
は
、
出
場

選
手
19
名
と
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
２

名
、
井
原
監
督
ら
指
導
者
の
氏

名
の
ほ
か
、
出
場
に
至
る
秋
季

大
会
の
記
録
や
「
最
優
秀
応
援

団
賞
」
の
文
字
も
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

除
幕
式
に
は
選
手
・
指
導
者

の
ほ
か
、
保
護
者
、
Ｏ
Ｂ
、
同

窓
会
役
員
な
ど
が
参
加
し
ま
し

た
。
特
別
後
援
会
代
表
の
大
西

義
弘
同
窓
会
長
は
「
本
校
に
新

た
な
歴
史
を
刻
ん
で
く
れ
た
。

夢
の
よ
う
な
時
間
を
あ
り
が
と

う
」
と
選
手
た
ち
を
激
励
し
、

お
祝
い
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

甲
子
園
初
出
場
、こ
の
子
ら
や
っ
て
く
れ
た
わ
、あ
り
が
と
う

同
窓
会
副
会
長

弓
　
場
　
　
　
守

高
（

30

）
期

７
／
14 

甲
子
園
出
場

記
念
碑
除
幕
式
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醸造元

話
が
尽
き
な
い
状
況
で
終
宴
の
時
間
を

迎
え
、
同
窓
会
が
お
開
き
と
な
り
ま
し

た
の
で
、
次
回
、
担
当
い
た
だ
く
幹
事

の
皆
様
に
は
、
早
々
の
開
催
を
切
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
今
回
、
参
加

が
叶
わ
な
か
っ
た
同
窓
生
の
皆
様
に
も
次

回
は
是
非
参
加
い
た
だ
き
、
よ
り
多
く
の

皆
様
で
同
窓
会
が
賑
わ
う
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
回
、
同
窓
会
の
開
催
時
期

に
当
た
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
と
い
う
突
発
的
な
障
害
に
よ
り
幹
事
が

右
往
左
往
し
、
同
窓
生
並
び
に
恩
師
の
皆

様
、
会
場
を
お
借
り
し
た
橘
家
さ
ん
を
は

じ
め
関
係
者
の
皆
様
に
数
年
に
わ
た
り
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
今
回
、
皆
様

の
ご
協
力
に
よ
り
同
窓
会
を
無
事
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
改
め
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。　
　

幹
事
代
表　

宮
井
一
行

　

令
和
６
年
５
月
４
日
（
土
）、
有
田
市

の
橘
家
に
お
き
ま
し
て
、
昭
和
57
年
卒

（
高
34
期
）
の
同
窓
会
を
10
年
ぶ
り
に
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
当
初
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
年
に
開
催
し
た
い
と
準
備
を
進

め
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
発
生
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

同
様
に
延
期
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
合
わ

せ
て
開
催
し
よ
う
と
試
み
ま
し
た
が
、
感

染
症
の
蔓
延
が
終
息
す
る
こ
と
な
く
、
結

局
、
高
校
卒
業
後
30
年
強
ぶ
り
の
再
会
と

な
っ
た
前
回
の
同
窓
会
か
ら
10
年
経
過
し

て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
開
校
以
来
初
と
な
る
春
の
甲

子
園
（
選
抜
高
校
野
球
大
会
）
に
母
校
の

硬
式
野
球
部
が
出
場
さ
れ
た
す
ば
ら
し
い

年
で
あ
り
、
同
窓
会
で
も
そ
の
話
題
で
大

い
に
盛
り
上
が
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
回
の
同
窓

会
に
は
、
１
２
０
名
余

の
同
窓
生
に
参
加
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
６
名

の
恩
師
に
も
ご
臨
席
を

賜
り
ま
し
た
。
還
暦
を

迎
え
、
残
念
な
が
ら
彼

岸
に
旅
立
っ
た
同
窓
生

も
い
ま
し
た
が
、
年
を

重
ね
て
も
変
わ
ら
な
い

姿
（
皆
が
同
じ
よ
う
に

年
齢
を
重
ね
て
い
る
た

め
誤
認
し
て
い
る
だ
け

だ
と
思
い
ま
す
が
）
の

旧
友
と
の
談
話
に
楽
し

い
一
時
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。た
だ
、

　
「
や
っ
と
会
え
た
ね
! !
」
そ
こ
に

は
、
マ
ス
ク
な
し
の
第
40
期
生
の
同

級
生
の
笑
顔
が
あ
っ
た
。

　

令
和
２
年
、
恒
例
の
50
歳
同
窓
会

を
計
画
し
、
葉
書
も
送
り
、
後
は
本

番
を
迎
え
る…

…

そ
ん
な
時
突
然
の

コ
ロ
ナ
流
行
で
、
急
遽
延
期
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
５
年
の
月

日
が
流
れ
、コ
ロ
ナ
も
五
類
に
な
り
、

同
級
生
の
待
ち
焦
が
れ
る
声
に
、
代

表
の
奥
村
裕
君
は
じ
め
同
窓
会
委
員

の
18
名
の
方
達
が
、
再
度
同
窓
会
を

計
画
し
て
く
れ
た
。

　

令
和
６
年
６
月
８
日
、
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
ヴ
ィ
ア
和
歌
山
で
恩
師
６
名
、

同
級
生
１
２
０
名
が
参
加
、
５
年
越

し
の
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
た
。
遠

く
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
こ

の
日
の
為
に
帰
国
し
参
加
し
て
く
れ

た
友
も
い
た
。
同
窓
会
委
員
の
方
達

は
、
み
ん
な
を
楽
し
ま
せ
よ
う
と
、

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
大
抽
選
会…

と

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
を
考
え
て
く

れ
た
。
抽
選
会
の
景
品
は
、
同
窓
会

委
員
の
方
達
の
寄
贈
や
自
社
の
商
品

を
格
安
で
提
供
し
て
く
れ
た
り
と
、

心
が
こ
も
っ
て
い
た
。
中
に
は
某
有

名
高
級
ブ
ラ
ン
ド
ス
ー
ツ
仕
立
券
も

寄
贈
し
て
く
れ
て
い
た
。
会
場
で
は

ク
ラ
ス
別
に
集
ま
り
、
恩
師
を
囲
ん

で
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
た
り
、
写
真

を
撮
っ
た
り
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
懐

か
し
い
笑
顔
の
輪
が
広
が
っ
て
い
た
。

　

最
後
に
、
甲
子
園
セ
ン
バ
ツ
出
場

記
念
の
耐
久
カ
ラ
ー
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を

身
に
付
け
た
友
が
壇
上
に
上
が
り
、

再
会
し
た
友
、
恩
師
、
そ
し

て
誇
り
あ
る
我
が
母
校
耐
久

高
校
に
心
よ
り
エ
ー
ル
を
送

り
、
校
歌
に
合
わ
せ
演
舞

し
、
全
員
で
大
合
唱
を
し
た
。

　
「
耐
久
高
校
で
よ
か
っ
た
! !
こ
の

学
年
で
よ
か
っ
た
! !
」

す
ば
ら
し
い
時
間
が
流
れ
た
同
窓
会

は
、
名
残
惜
し
く
、
幕
を
閉
じ
た
。

　

再
会
を
約
束
し
て‥

‥

! !

幹
事　

山
口
有
香

高34期

10
年
越
し
の
同
窓
会

高40期

五
年
越
し
の
同
窓
会
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下　出　　優
（高･理数 2期･S48 卒）

下　出　　輝
（高 54 期）

第
24
回
有
田
耐
久
会
・

第
52
回
耐
久
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

４
年
越
し
の
夢
叶
う
！ 

　
　
　
35
年
ぶ
り
の
再
会

　

第
24
回
有
田
耐
久
会
（
第
52
回
耐
久
会
）

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
令
和
６
年
３
月
14
日
（
木
）

に
有
田
リ
ソ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

少
し
肌
寒
い
中
で
し
た
が
、
初
参
加
の
方

も
増
え
10
組
40
名
の
方
々
で
楽
し
く
ラ
ウ
ン

ド
致
し
ま
し
た
。
優
勝
は
菊
屋
和
訓
さ
ん
（
高

14
期
）
で
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
は
79
の
ス
コ
ア

で
森
口
郁
夫
さ
ん
（
高
22
期
）
で
し
た
。
そ

の
他
各
賞
を
受
賞
さ
れ
た
方
々
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
も
ご
年
配
の

方
が
受
賞
さ
れ
る
ほ
ど
、
お
元
気
な
方
が
多

い
で
す
。
我
こ
そ
は
飛
ば
し
屋
と
思
う
若
い

方
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ゴ
ル
フ
で
は
い
ろ
い
ろ
な
方
と
の
出
会
い

が
あ
り
、
意
外
な
人
と
繋
が
っ
た
り
分
か
っ

た
り
し
て
、
人
と
人
と
の
輪
が
広
が
る
の
も

ゴ
ル
フ
の
楽
し
み
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

金
森　

隆
浩
（
高
43
期
）

ご
献
金
に
感
謝
　
高
41
期
生
一
同
様

　

２
０
２
４
年
５
月
４
日
み
ど
り
の
日
、
有
田
市
の
鮎
茶

屋
で
同
窓
会
を
行
い
ま
し
た
。
私
た
ち
高
41
期
は
、
１
９

７
０
年
か
ら
71
年
生
ま
れ
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
「
万
博
の

時
に
生
ま
れ
た
子
や
な
」
と
言
わ
れ
な
が
ら
育
ち
、
そ
し

て
高
校
卒
業
を
目
前
に
昭
和
か
ら
平
成
へ
。
振
り
返
れ
ば

何
か
と
人
生
の
節
目
に
は
大
き
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
２
０
２
０
年
、
50
歳
と
い
う
節
目
の
年
を
迎

え
た
年
も
然
り
。
コ
ロ
ナ
に
よ
り
世
界
が
一
変
し
忘
れ
難

い
年
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
同
窓
会
委
員
や
有
志

ら
が
電
話
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
通
じ
て
集
ま
り
、
２
０
２
１
年

１
月
５
日
（
火
）
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
を
作
り
ま
し
た
。

す
る
と
１
月
末
に
は
早
く
も
１
０
０
人
越
え
、
そ
の
後
も

グ
ル
ー
プ
の
輪
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
迎
え
た
当
日
は
申
し
分
な
い
青
空
。
今
か
ら
始

ま
る
同
窓
会
に
気
持
ち
も
昂
り
ま
し
た
。
１
４
２
名
が
揃

う
と
６
組
の
梶
原
紅
実
先
生
、
７
組
の
三
木
明
美
先
生
、

薮
添
泰
弘
先
生
、
９
組
の
小
林
英
世
先
生
と
共
に
開
会
を

前
に
記
念
写
真
。
撮
影
後
、
ク
ラ
ス
別
に
着
席
し
、
待
ち

に
待
っ
た
同
窓
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
司
会
は
栗
田
佳
樹

く
ん
が
務
め
、
代
表
幹
事
の
萬
谷
倫
也
く
ん
の
開
会
の
挨

拶
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
本
来
50
歳
で
開
催
す
べ
き
と
こ
ろ
を

今
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
経
緯
、
大
勢
の
人
が
出
席
し
て
く

れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
、
こ
の
春
、
耐
久
高
校
が
甲
子
園
に

出
場
し
、
同
窓
会
開
催
へ
の
機
運
も
高
ま
っ
た
こ
と
な
ど

話
し
ま
し
た
。
次
に
ご
逝
去
さ
れ
た
恩
師
及
び
同
級
生
へ

の
追
悼
を
行
い
、
そ
し
て
出
席
恩
師
の
紹
介
、
記
念
品
の

贈
呈
、
恩
師
挨
拶
、
幹
事
団
紹
介
と
続
き
ま
し
た
。

　

乾
杯
の
ご
発
声
は
薮
添
先
生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

「
今
年
は
、
春
に
耐
久
高
校
が
１
８
５
２
（
嘉
永
５
）
年

の
創
立
以
来
の
甲
子
園
出
場
と
い
う
記
念
の
年
に
も
な
り

ま
し
た
」
と
薮
添
先
生
。
２
０
２
４
年
は
私
た
ち
に
と
っ

て
も
記
憶
に
残
る
メ
モ
リ
ア
ル
イ
ヤ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

歓
談
中
も
顔
と
名
札
を
指
差
し
な
が
ら「
変
わ
ら
な
い
ね
」

「
○
○（
当
時
の
呼
び
名
）
や
！
」
な
ど
と
そ
こ
か
し
こ
で

声
が
聞
こ
え
、
会
場
に
い
る
誰
も
が
笑
顔
で
語
り
合
い
和

や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
余
興
で
は
、
幹
事
の

井
上
智
雄
く
ん
、
南
村
牧
さ
ん
、
花
田
由
起
子
さ
ん
が
進

行
し
○×

ク
イ
ズ
で
楽
し
み
ま
し
た
。
続
い
て
全
員
で
校

歌
を
斉
唱
。
代
表
幹
事
の
丸
畑
博
久
く
ん
の
閉
会
の
挨
拶

へ
と
進
み
ま
し
た
。「
堅
苦
し
い
挨
拶
し
た
ら
承
知
せ
ん

ぞ
」
と
浦
義
展
く
ん
か
ら
の
一
声
に
、
３
日
間
悩
み
抜
い

て
考
え
て
い
た
挨
拶
文
を
破
棄
し
思
い
の
ま
ま
に
自
身
の

言
葉
で
語
り
始
め
ま
し
た
。

　

幹
事
の
集
ま
り
に
お
い
て
も
、
い
つ
開
催
で
き
る
か
わ

か
ら
な
い
同
窓
会
の
打
ち
合
わ
せ
を
今
し
な
い
と
い
け
な

い
の
か
と
い
う
声
も
あ
っ
た
、
迷
い
な
が
ら
の
決
断
だ
っ

た
と
当
時
の
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
日
は
終
始

胸
い
っ
ぱ
い
で
食
事
も
喉
を
通
ら
な
か
っ
た
な
ど
ユ
ー
モ

ア
も
交
え
て
話
し
、
最
後
に
参
加
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
へ

の
感
謝
の
言
葉
へ
と
な
っ
た
と
た
ん
嬉
し
涙
が
溢
れ
出
し

ま
し
た
。

　

そ
し
て
そ
の
様
子

を
幹
事
ら
も
同
じ
気

持
ち
で
見
守
り
ま
し

た
。
延
期
に
よ
り
、

そ
の
間
に
失
わ
れ
た

命
も
あ
り
無
念
さ
も

感
じ
な
が
ら
、
35
年

ぶ
り
の
再
会
で
途
切

れ
て
い
た
糸
が
結
ば

れ
た
こ
と
、
リ
ア
ル

に
対
面
で
き
た
こ
と

に
喜
び
を
感
じ
同
窓

会
は
無
事
お
開
き
を

迎
え
ま
し
た
。

　

閉
会
後
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン

バ
ー
は
２
０
０
人
を

超
え
、
今
も
な
お
増

え
続
け
て
い
ま
す
。

幹
事　

白
子
千
晶

高41期
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暑
い
暑
い
。
今
年
の
夏
は
、
気
象
庁

発
足
以
来
最
も
暑
い
ら
し
い
。
35
度
以

上
の
猛
暑
日
も
珍
し
く
な
く
、
危
険
な

暑
さ
と
い
う
用
語
も
で
て
き
ま
し
た
。

そ
ろ
そ
ろ
勘
弁
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　

選
抜
出
場
は
卒
業
生
や
地
域
の
方
々

の
結
束
を
さ
ら
に
固
め
、
多
額
の
寄
付

が
寄
せ
ら
れ
、
バ
ス
57
台
・
三
千
人
が

ア
ル
プ
ス
席
を
埋
め
尽
く
し
ま
し
た
。

一
回
戦
で
敗
退
し
ま
し
た
が
、
応
援
団

最
優
秀
賞
を
頂
き
ま
し
た
。
あ
ち
こ
ち

で
「
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
」
の
声
を
聴
き
ま
す
。

　

長
い
コ
ロ
ナ
禍
を
脱
却
し
、
中
止
・

延
期
し
て
い
た
各
期
の
同
窓
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
19
・
24
・
29
・
34
・
40

・
41
期
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
が
、

４
〜
５
年
越
し
の
開
催
で
熱
気
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。

　

関
東
耐
久
会
、
和
歌
山
耐
久
会
の
総

会
で
は
文
化
勲
章
受
章
の
谷
口
維
紹
氏

の
講
演
が
あ
り
、
選
抜
と
相
ま
っ
て
文

武
両
道
の
活
躍
は
お
お
い
に
会
員
を
鼓

舞
し
ま
し
た
。

　

絆
の
欄
は
近
畿
大
会
出
場
の
軟
式
野

球
部
で
す
。
な
お
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
・

マ
ン
ド
リ
ン
部
は
全
国
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。

『
編
集
後
記
』

　

軟
式
野
球
部
は
３
年
生
６

人
（
う
ち
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
１

人
）、
２
年
生
６
人
、
１
年

生
６
人
の
計
18
人
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
春
季
県
大
会
で

は
16
年
ぶ
り
に
優
勝
し
、
近

畿
大
会
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
近
畿
大
会
で
は
、
１
回

戦
で
大
阪
府
代
表
の
浪
速
高
校

を
相
手
に
勝
利
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
準
決
勝
で
滋
賀

県
代
表
の
比
叡
山
高
校
に
敗
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
昨
秋

の
近
畿
大
会
の
初
戦
は
あ

と
一
歩
と
い
う
と
こ
ろ
で

敗
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、

今
回
の
１
勝
は
と
て
も
嬉

し
く
、
チ
ー
ム
と
し
て
の

成
長
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
私

た
ち
の
目
標
は
あ
く
ま
で

「
全
国
大
会
出
場
」
で
す
。

こ
の
結
果
に
満
足
せ
ず
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
近
畿
大

会
の
レ
ベ
ル
を
意
識
し
な

が
ら
日
々
の
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。

　

先
日
の
選
手
権
和
歌
山

大
会
で
は
３
年
連
続
で
優

勝
す
る
こ
と
が
で
き
、
滋

賀
県
・
京
都
府
・
奈
良
県
・

和
歌
山
県
の
予
選
を
勝
ち

抜
い
た
４
校
が
全
国
大
会

絆絆部活OB・OGたちの

　

セ
ン
バ
ツ
２
０
２
４
耐
久
高
校
甲
子
園
初
出
場
。
私
も
応
援
に
行
き

ま
し
た
。
バ
ス
を
降
り
、
冷
た
い
雨
の
中
、
長
い
行
列
で
球
場
に
向
か

い
ま
す
。
途
中
、
雨
が
強
ま
り
さ
ら
に
風
も
き
つ
く
な
っ
て
、
こ
れ
は

大
変
だ
と
思
っ
た
時
、
列
の
誰
か
が
「
こ
れ
ぞ
耐
久
！
」
と
叫
ん
で
、

皆
が
う
な
ず
き
応
援
団
の
仲
間
意
識
が
高
ま
り
ま
し
た
。
超
満
員
の
ア

ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
に
座
る
と
天
気
は
嘘
の
よ
う
な
青
空
に
。
１
回
表
、

１
番
堀
端
君
が
左
翼
線
に
２
塁
打
。
こ
の
時
点
で
応
援
の
声
や
手
拍
子

が
い
き
な
り
最
高
潮
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
ス
イ
ン
グ
の
た
び

に
、
ス
ト
ラ
イ
ク
が
入
る
ご
と
に
地
響
き
の
よ
う
な
大
歓
声
が
選
手
み

ん
な
に
送
ら
れ
ま
し
た
。
記
念
冊
子
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
で
主
将
赤

山
君
が
「
ア
ル
プ
ス
席
か
ら
大
声
援
が
聞
こ
え
、
本
当
に
背
中
を
押
し

て
も
ら
っ
て
い
る
感
覚
」
と
語
り
、
井
原
監
督
は
「
甲
子
園
出
場
で
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く
の
人
が
喜
び
、
楽
し
み
、
活
気
づ
い

て
く
れ
た
」
と
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
通
り
。
チ
ー
ム
と
応
援
団
の

一
体
感
が
最
高
で
し
た
。
街
全
体
が
元
気
を
も
ら
い
ま
し

た
。
夢
の
よ
う
な
時
間
を
あ
り
が
と
う
。

　

讃
え
よ
耐
久
吾
等
が
母
校
！

・
甲
子
園
夢
よ
ふ
た
た
び
雲
の
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
引
民
子
（
高
17
期
）

・
偏
差
値
の
気
に
な
る
頃
や
蝉
時
雨　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
畑
英
三
（
高
18
期
）

・
つ
ゆ
晴
間
し
の
の
め
な
び
く…

一
勝
め

　
　
　
　
　

は
た
め
く
校
旗
に
夢
を
め
ざ
せ
り

 

楠
本
弘
子
（
高
女
28
期
）

・
穫
り
入
れ
の
新
米
食
し
悦
に
入
る

　
　
　
　
　

老
い
の
二
人
は
来
期
を
め
ざ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
純
予
（
高
22
期
）

俳
壇
・
歌
壇

へ
の
出
場
権
を
か
け
て
戦
う
近

畿
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
こ
の

記
事
が
掲
載
さ
れ
る
頃
に
は

き
っ
と
全
国
大
会
も
終
わ
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
が
、
３
年
生
の

最
後
の
大
会
を
良
い
結
果
で
締

め
く
く
れ
る
よ
う
に
、
そ
し
て

日
頃
か
ら
応
援
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
方
々
に
良
い
報
告
が
で

き
る
よ
う
に
大
会
ま
で
の
残
り

の
期
間
も
部
員
全
員
で
努
力
し

て
い
き
ま
す
。顧問　

佐
々
木
智
礼

軟

式

野

球

部

の

巻
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